
平成２８年度 宮津市９月補正予算（案）の概要 

＜９月補正予算の概要＞ 

 ■一般会計  国･府の内示等に伴う追加、国府支出金等の精算、人件費等の整理などを行うもの。 

 ■特別会計等 国府支出金の精算(国保特会･介保特会)、自治振興交付金に係る一般会計への繰出し(３つ 

        の財産区特会)、水道管移設工事追加(水道会計)、人件費等の整理(国保特会･介保特会･ 

        介予特会･簡水特会･下水特会･水道会計)を行うもの。      

伸 率 H27(9月補正後)

        千円       千円         千円 ％         千円

一　　　般　　　会　　　計 11,903,142 161,500 12,064,642 9.6 11,005,915 

国 民 健 康 保 険 事 業 2,890,724 1,746 2,892,470 △1.1 2,925,227 

介 護 保 険 事 業 2,890,761 43,657 2,934,418 5.1 2,792,605 

介 護 予 防 支 援 事 業 17,189 0 17,189 10.8 15,516 

簡 易 水 道 事 業 768,014 △6,400 761,614 52.6 498,991 

下 水 道 事 業 1,659,899 △3,100 1,656,799 4.8 1,580,922 

栗 田 財 産 区 800 609 1,409 76.1 800 

世 屋 財 産 区 188 1,229 1,417 653.7 188 

養 老 財 産 区 801 479 1,280 △88.5 11,119 

そ の 他 461,429  461,429 4.6 441,087 

計 8,689,805 38,220 8,728,025 5.6 8,266,455 

644,651 789 645,440 △3.4 667,935 

合　　　　　　計 21,237,598 200,509 21,438,107 7.5 19,940,305 

補正前予算額 補正予算額 計

特別
会計

水  道  事  業  会　計

会 計
対 前 年 同 期 比



　平成28年度一般会計歳入歳出補正予算【９月補正・第５号】

　歳　　入 (単位：千円) 　歳　　出 (単位：千円) 

区　分 補正前の 補正後の 区　分 補正前の 補正後の

 　款 予 算 額 予 算 額  　款 予 算 額 予 算 額

1 市 税 2,571,803 2,571,803 1 議 会 費 162,439 591 163,030 人件費整理

2 地 方 譲 与 税 72,600 72,600 2 総 務 費 1,453,373 87,721 1,541,094
企業誘致推進事業30,000
ほか人件費整理等

3 利 子 割 交 付 金 4,700 4,700 3 民 生 費 3,409,376 30,939 3,440,315
特別養護老人ホーム整備費等補助事業29,400

ほか人件費整理等

4 配 当 割 交 付 金 19,700 19,700 4 衛 生 費 1,377,284 △ 15,176 1,362,108
健康づくり運動推進事業200
ほか人件費整理等

5 株式等譲渡所得割交付金 13,700 13,700 5 労 働 費 2,988 1,123 4,111
宮津与謝広域シルバー人材センター雇用機
会創出補助事業

6 地 方 消 費 税 交 付 金 391,900 391,900 6 農林水産業費 348,453 8,871 357,324
元気な里づくり基盤整備事業3,000
ほか人件費整理等

7 ゴルフ場利用税交付金 8,600 8,600 7 商 工 費 217,187 10,663 227,850 人件費整理

8 自動車取得税交付金 15,200 15,200 8 土 木 費 1,105,370 △ 1,912 1,103,458
下水道事業特別会計繰出金△3,100
ほか人件費整理

9 地 方 特 例 交 付 金 4,000 △ 886 3,114 9 消 防 費 582,861 29,266 612,127
消防施設整備事業25,000
ほか人件費整理

10 地 方 交 付 税 3,570,000 3,570,000 10 教 育 費 1,573,748 9,454 1,583,202 人件費整理

11 交通安全対策特別交付金 2,700 2,700 11 公 債 費 1,660,638 1,660,638

12 分 担 金 及 び 負 担 金 83,546 720 84,266 元気な里づくり基盤整備事業分担金 12 予 備 費 9,425 △ 40 9,385

13 使 用 料 及 び 手 数 料 317,931 317,931

14 国 庫 支 出 金 1,249,304 8,233 1,257,537
地域介護・福祉空間整備推進交付金4,356
保育対策総合支援事業補助金2,250ほか

11,903,142 161,500 12,064,642

15 府 支 出 金 868,992 51,734 920,726
京都府地域密着型サービス等整備助成事
業補助金 29,400ほか ※「査定額」欄の人件費は、各款補正額の合計

16 財 産 収 入 64,778 64,778

17 寄 附 金 30,200 30,200 【歳入－歳出】

18 繰 入 金 482,416 2,333 484,749 財産区繰入金

19 繰 越 金 6,801 74,201 81,002

20 諸 収 入 300,473 2,460 302,933
消防団員退職報償費給付金944
派遣職員に係る負担金1,516

21 市 債 1,823,798 22,705 1,846,503
建設地方債：39,100
臨時財政対策債△16,395

11,903,142 161,500 12,064,642

補　正
予算額

備　　　考

歳　 出　 合　 計

歳　　入　　合　　計

補　正
予算額

備　　　考



平成２８年度宮津市９月補正予算（案）　主要事業の概要

（単位：千円）

1

2

3

4 44,968
◆漁港施設の機能保全計画の策定
　（田井(栗田)漁港、島陰漁港）
　※府の内示

当初 66,000
充
実

漁港整備事業 14,902 府 9,934 産業経済部

◆農地農業用施設の改修(大島地区)
　※府の内示

当初 17,500 産業経済部 3

2

充
実

元気な里づくり基盤整備事業 3,000
府 1,800

480

1,123
◆(公社)宮津与謝広域シルバー人材センター
　が新たに取り組む地域特産品(クマザサ)を
　活用した独自事業への支援

産業経済部

分負 720

新
規

宮津与謝広域シルバー人材セン
ター雇用機会創出補助事業

1,123

7,500

■ 観光を基軸とした産業振興

充
実

企業誘致推進事業 30,000 市債 22,500 1
◆企業用地の造成
　・ハーベスト(株)との企業立地に関する
　　協定に基づく用地造成(旧国名賀団地)

当初 2,500 産業経済部

＜一般会計に係る補正＞

事　　　業　　　名 予　算　額
財　　源　　内　　訳

事　　業　　の　　概　　要
平成28年度
既決予算額

部　局　名
説明
資料特定財源 一般財源

  ◆平成27年度６月補正予算編成以降に国･府の内示等があったものを中心に、追加等を行うもの。 

 

  ◆平成27年度決算は黒字(一般会計93,308千円、国保特会1,717千円、介保特会67,233千円)となって 

   いるが、27年度中に多く受け入れた国府支出金等があり、その精算(一般会計36,355千円、国保特 

   会464千円、介保特会で39,461千円の返還)を行うもの。 

 

  ◆平成28年４月の定期人事異動などを踏まえ、人件費等の補正を行うもの。 



（単位：千円）

10

11

12

5

6

7

8

9

繰入 2,333 0
◆財産区の収入の一部を地域振興に係る経費
　として自治会に交付
　(栗田財産区、世屋財産区、養老財産区)

11
市債 16,600

■ 市民との協働

充
実

自治振興交付金事業 2,333

0

◆消防団に配備している消防車両の更新
　・消防ポンプ自動車(栗田分団第1部)
　・小型動力ポンプ付積載車(栗田分団第4部)
　※府の内示

総　務　部
新
規

当初 160 産業経済部

消防施設整備事業 25,000
府 8,400

49,600

2,000
◆丹後由良ターミナルセンター周辺の賑わい
　創出に向けた観光サインの整備等
　※府の決定

健康福祉部

■ 暮らしの基盤の整備

新
規

丹後由良ターミナルセンター周辺
にぎわい創出事業

4,000 府 2,000

1,150
◆Ｂ型肝炎ワクチンの定期接種化への対応
　（医療機関等への予防接種委託）

当初
充
実

予防接種事業 1,150

企　画　部 10

◆産学公連携による健康づくり運動(14地区
　の健康広場で展開している取組)の効果等
　の見える化(可視化)の推進
　※府の内示

当初 2,942 健康福祉部 8

62,757

充
実

健康づくり運動推進事業 200 府 200 0

充
実

328,317
健康福祉部 7

認定こども園運営事業 1,000 国 750

1,500 500 ◆民間保育園等が行う保育システム導入
　への支援
　※国の内示

当初

250 当初

当初 26,166

民間保育園運営事業 2,000 国

◆介護サービス事業者が行う介護従事者の
　負担を軽減するための介護機器の導入支援
　※国の内示

■ 健康増進と福祉の推進

充
実

特別養護老人ホーム整備費等補
助事業

29,400 府 29,400

健康福祉部 6

健康福祉部 5

新
規

介護従事者負担軽減支援事業 4,356 国 4,356 0

0
◆特別養護老人ホームがプライバシー保護
　のために行う間仕切り設置への支援
　※府の内示

事　　　業　　　名 予　算　額
財　　源　　内　　訳

事　　業　　の　　概　　要
平成28年度
既決予算額

部　局　名
説明
資料特定財源 一般財源



（単位：千円）

13

14

15 51,903 総　務　部944 0
◆消防団員退職報奨金の追加
　・当初：15,000千円 ⇒ 15,944千円(33人)

当初消防団員報酬等 944 諸

△ 1,627
◆27年度に受入れが少なかった福祉関連の
　国府支出金の追加交付

人件費等(一般会計分) 10,650 諸 1,516 9,134

◆27年度中に多く受け入れた医療･福祉関連
　の国府支出金等の返還

◆議員報酬:1千円
◆特別職(長等):△111千円
◆嘱託職員報酬:156千円
◆一般職人件費:5,664千円
　※定期人事異動等
◆臨時職員賃金:4,940千円
　※産前後休暇･育児休業等への対応及び
　　欠員補充対応

当初 2,164,472 総　務　部 14

健康福祉部

部　局　名
説明
資料特定財源 一般財源

■ その他(H27国府支出金･H28人件費等に係る整理)

国府支出金等返還金 36,355
市　民　部

健康福祉部

生活保護費負担金(過年度分) 国 1,627

36,355

事　　　業　　　名 予　算　額
財　　源　　内　　訳

事　　業　　の　　概　　要
平成28年度
既決予算額

歳入予算補正 



（単位：千円）

国 △ 178
府 △ 89

繰入 4,464
その他 39,460

19

20

21

22 水道事業会計 789

400
79

養老財産区特別会計

下水道事業特別会計 △ 3,100 繰入

644,651 建　設　部
◆水道管移設工事(須津地区)：8,619千円
◆人件費等補正：△7,830千円

当初

0 当初 801

産業経済部1880 当初

16

17

18

栗田財産区特別会計 609 繰越 609 0

0 ◆人件費等補正:△3,052千円 当初 1,659,899 建　設　部

◆自治振興交付金(財産区の収入の一部を
　地域振興に係る経費として自治会へ交付
　するもの)に係る一般会計への繰出し
　（栗田：609千円、世屋：1,232千円、
　　養老：492千円）

当初 800

繰越

1,229

△ 3,100

479
繰入

79
繰入
繰越

1,150
世屋財産区特別会計

0

17,189 健康福祉部

簡易水道事業特別会計 △ 6,400 繰入 △ 6,400

◆人件費等補正:△3,235千円 当初介護予防支援事業特別会計 0

建　設　部

◆Ｈ27受入れ国府支出金の返還:39,461千円
◆人件費等補正:4,096千円

当初 2,890,761 健康福祉部

◆人件費等補正:△6,390千円 当初 768,014

介護保険事業特別会計 43,657 0

市　民　部
繰越 1,583

163
0
◆Ｈ27受入れ国府支出金の返還:464千円
◆人件費等補正:1,282千円

当初

特定財源 一般財源

国民健康保険事業特別会計 1,746
繰入

2,890,724

＜特別会計･事業会計に係る補正＞

事　　　業　　　名 予　算　額
財　　源　　内　　訳

事　　業　　の　　概　　要
平成28年度
既決予算額

部　局　名
説明
資料



（単位：千円）

27 ～ 31

1

【市民参加の状況】

【先進性】

担当部署
産業経済部　産業振興課

　産業創出係
TEL 45-1608

宮津市まち・ひと・しごと創生総合戦略
計
画
期
間

年度策定

年度策定

年度策定

目　的
・

目　標

　 人口減少に歯止めをかけるため、企業の立地及び事業規模の拡充を促進し、雇用機会の拡
大と地域経済の活性化を図る。

期　待
される
効　果

雇用の拡大と地域経済の活性化

事 業
概 要

【みやづビジョン2011以外の計画】

■企業用地の造成　30,000千円
　ハーベスト株式会社による食品製造工場の立地に当たり、活用されていない市有地を
企業用地として造成する。

　○場　　所：宮津市字惣小字須後谷154番1（旧国名賀団地）
　○造成面積：2,500㎡
　○事 業 費：30,000千円

【参考】
　○ハーベスト株式会社の会社概要
　　・本　社　　　神奈川県横浜市保土ケ谷区岩間町二丁目120番地
　　・会社設立　　昭和35年10月29日
　　・資本金　　　２億1,000万円
　　・主な事業　　フードサプライ事業ほか
　　・売上高　　　203億円(平成28年３月)
　　・従業員数　　5,400人(平成28年４月)
　　・営業所数　　505か所(平成28年４月)
　○雇用予定者数　約30人

27 年度策定

企業誘致推進事業債 22,500

背　景
・

経　緯

　 平成28年７月27日に食品製造業の立地を進めるハーベスト株式会社と企業立地に関する協
定書を締結

22,500 7,500

補正理由 企業の立地に伴い市有地を企業用地として整備するもの。

(参考)補正後予算額 　特　定　財　源　の　内　訳

32,500
市債

市　債 その他 一般財源

ビジョン
基本施策 観光を基軸とした産業振興

ビジョン
重点戦略 定住促進戦略 30,000

平成28年9月定例会 　　　　　補正予算　事業等説明資料【一般会計（第5号）】

事業名 企業誘致推進事業 充実 予　算　額
財　　　源　　　内　　　訳

国庫支出金 府支出金



（単位：千円）

27 ～ 31

補正理由

背　景
・

経　緯

　高齢化が進展する中、シルバー人材センターの健全な発展及び高齢者の能力の積極的
な活用がますます求められている。

年度策定

1,123

事 業
概 要

■宮津与謝広域シルバー人材センター雇用機会創出事業補助金　1,123千円

　高齢者の新たな雇用機会を創出するため、里山の地域資源を活用した独自事業を展開
する宮津与謝広域シルバー人材センターに対し補助金を交付する。
　
　○交 付 先：公益社団法人　宮津与謝広域シルバー人材センター

　○事業内容：上世屋を中心に群生するクマザサを刈取り、和菓子・日本料理等の
　　　　　　　包装等に用いる地域特産品として出荷するもの。
　
　○事 業 費：2,396千円

　○財源内訳：国庫補助　1,123千円(当該センターに直接交付）
　　　　　　　市補助  　1,123千円
　　　　　　　自主財源　　150千円

27

目　的
・

目　標

2

【市民参加の状況】

【先進性】

【みやづビジョン2011以外の計画】

計
画
期
間年度策定

TEL 45-1663担当部署
産業経済部　産業振興課

　産業推進係

年度策定

年度策定 宮津市まち・ひと・しごと創生総合戦略

　高齢者の就業機会を確保・拡充する当該センターの独自事業を支援し、高齢者の就業
機会の増加を図る。

期　待
される
効　果

・シルバー人材センターの会員数の増加、経営の安定化
・新たな地域特産品の開発、流通
・里山機能の回復

1,123

(参考)補正後予算額 　特　定　財　源　の　内　訳

市　債 その他 一般財源府支出金

ビジョン
基本施策 観光を基軸とした産業振興

ビジョン
重点戦略 自立循環型経済社会構造への転換戦略 1,123

　宮津与謝広域シルバー人材センターが宮津市域において展開する独自事業を支援するもの。

平成28年9月定例会 　　　　　補正予算　事業等説明資料【一般会計（第5号）】

事業名 宮津与謝広域シルバー人材センター雇用機会創出補助事業 新規 予　算　額
財　　　源　　　内　　　訳

国庫支出金



（単位：千円）

平成28年9月定例会 　　　　　補正予算　事業等説明資料【一般会計（第5号）】

事業名 元気な里づくり基盤整備事業 充実 予　算　額
財　　　源　　　内　　　訳

国庫支出金

ビジョン
基本施策 観光を基軸とした産業振興

ビジョン
重点戦略 自立循環型経済社会構造への転換戦略 3,000

(参考)補正後予算額 　特　定　財　源　の　内　訳

府

市　債 その他 一般財源府支出金

1,800 720 480

目　的
・

目　標

　営農活動を継続するために必要な農道、水路等の生産基盤の整備を行い、元気な里
づくりを推進する。

期　待
される
効　果

農業生産基盤の整備による安定生産

農業基盤整備事業費補助金 1,800

分負 元気な里づくり基盤整備事業分担金 720

年度策定

年度策定 計
画
期
間年度策定

TEL 45-1627担当部署
産業経済部　農山漁村振興課

　産業基盤係

3

【市民参加の状況】

【先進性】

【みやづビジョン2011以外の計画】

補正理由

背　景
・

経　緯

　国(府経由)の農地耕作条件改善事業補助金の内示に伴うもの。

　昭和59年から60年にかけて圃場整備された農地･農業用施設（農道・用水路等）の老朽
化が進み、改修が必要となっている。

年度策定

20,500

事 業
概 要

■農地耕作条件改善事業　3,000千円
　　耕作しやすい農地に改善するため、農地の暗渠排水及び農業用水路を改修する。

【事業内容】
　○事業地区：大島地区
　○工事内容：暗渠排水工　A=2.15ha
　○事 業 費：3,000千円

【全体計画】
　○事業地区：大島地区
　○工事内容：暗渠排水工　A=6.15ha（H28～H29）
　　　　　　　水路工　1式（H29）
　○事 業 費：10,000千円
　　　 　　　　平成28年度　 3,000千円
       　　　　平成29年度　 7,000千円

　＜農地耕作条件改善事業補助金(国)の概要＞
　　農業の競争力強化のため、①担い手への農地集積、②高収益作物への転換のどちらかを
　条件に耕作条件の改善に資する改良事業を支援するもの。
　　本市は、①担い手への農地集積で本事業の採択を受けたもの。



（単位：千円）

補正理由

背　景
・

経　緯

　国(府経由)の水産物供給基盤機能保全事業費補助金の内示に伴うもの。

　市の漁港施設は、改良・更新すべき時期を迎えた施設が増加しており、適正な機能を継続的に
発揮していくためには、効果的かつ効率的な手法による施設の長寿命化及びコストの縮減を図る
ことが強く求められている。

年度策定

80,902

事 業
概 要

目　的
・

目　標

4

【市民参加の状況】

【先進性】

【みやづビジョン2011以外の計画】

計
画
期
間年度策定

TEL 45-1627担当部署
産業経済部　農山漁村振興課

　産業基盤係

年度策定

年度策定

　水産物供給基盤における効果的かつ効率的な漁港施設の維持・更新を図るため、機能保全計
画を策定する。

期　待
される
効　果

　漁港施設の長寿命化による施設更新経費の縮減・
平準化

水産物供給基盤機能保全事業費補助金 9,934

9,934 4,968

(参考)補正後予算額 　特　定　財　源　の　内　訳

府

市　債 その他 一般財源府支出金

ビジョン
基本施策 観光を基軸とした産業振興

ビジョン
重点戦略 自立循環型経済社会構造への転換戦略 14,902

■水産基盤施設機能保全計画策定事業　14,902千円

　田井(栗田)漁港・島陰漁港に係る機能保全計画を策定する。

　（全体計画）　事業期間：平成28年度～平成29年度
　　　　　　　　総事業費：36,600千円(概算)
　　　　　　　　事業内容：宮津市が管理する４漁港を２ヶ年で、機能保全計画の策定
　　　　　　　　　　　　　田井(栗田)漁港、島陰漁港、栗田漁港、養老漁港

平成28年9月定例会 　　　　　補正予算　事業等説明資料【一般会計（第5号）】

事業名 漁港整備事業 充実 予　算　額
財　　　源　　　内　　　訳

国庫支出金

H28 H29 合計

14,902千円 21,698千円 36,600千円

島陰 N=1箇所 養老 N=1箇所

調査・設計 調査・設計 調査・設計
田井(栗田)N=1箇所 栗田 N=1箇所 N=4箇所



（単位：千円）

29,400
京都府地域密着型サービス
等整備助成事業補助金

事 業
概 要

■プライバシー保護のための多床室改修(間仕切り設置)支援　29,400千円
　○支援対象施設
　　・施 設 名　特別養護老人ホーム青嵐荘（日置780）
　　・工事内容　各床間にプライバシー間仕切を設置する。
　　・整備対象　特別養護老人ホーム多床室42床（４床室×８部屋、２床室×５部屋）
　　・事 業 費　43,913千円
　　・補 助 金　29,400千円（42床×1床あたり70万円）
　　・工　　期　平成28年10月～平成29年２月

■改修イメージ
【改修前】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【改修後】

TEL 45-1618担当部署
健康福祉部　地域福祉介護課

　地域福祉係

補正理由

背　景
・

経　緯

　府の地域密着型サービス等整備助成事業補助金の内示に伴うもの。

　特別養護老人ホーム施設入所者の尊厳を確保し、個別ケアへの転換を実現するため、多床室
のユニット化やプライバシー保護の施設整備が推進されている。

目　的
・

目　標

府

(参考)補正後予算額

　特別養護老人ホームの多床室について、プライバシー保護のための間仕切り設置工事の費用
を支援することにより、事業所の費用負担の軽減及び居住環境の向上を図る。

55,566

　各床間に間仕切りを設置し、他者からの視線を遮
断することにより、施設入所者の精神的ストレスを軽
減する。

5

【市民参加の状況】

期　待
される
効　果

【先進性】

【みやづビジョン2011以外の計画】

計
画
期
間

0

その他 一般財源市　債

　特　定　財　源　の　内　訳

29,400
ビジョン
基本施策 健康増進と福祉の推進

ビジョン
重点戦略 ─

国庫支出金

29,400

平成28年9月定例会 　　　　　補正予算　事業等説明資料【一般会計（第5号）】

事業名 特別養護老人ホーム整備費等補助事業 充実 予　算　額
財　　　源　　　内　　　訳

府支出金



（単位：千円）

事 業
概 要

補正理由

背　景
・

経　緯

　国の地域介護・福祉空間整備推進交付金（介護ロボット等導入支援事業特例交付金）の内示
に伴うもの。

　国の介護人材確保対策として、介護従事者の負担軽減を図る取組が一層推進されるよう、介護
機器（介護ロボット）の導入が進められている。

4,356

目　的
・

目　標

　介護従事者の身体的負担軽減や業務の効率化に資する新たな技術を活用した介護機器の導
入に対し支援し、介護従事者の負担軽減及び働きやすい職場環境の整備による介護従事者の
確保に資する。

29

6

【市民参加の状況】

【先進性】

【みやづビジョン2011以外の計画】

年度策定

27 ～計
画
期
間年度策定

期　待
される
効　果

　介護従事者の介護負担軽減と介護離職の防止

地域介護・福祉空間整備推進交付金 4,356

0

(参考)補正後予算額 　特　定　財　源　の　内　訳

国

市　債 その他 一般財源

4,356

府支出金

ビジョン
基本施策 健康増進と福祉の推進

ビジョン
重点戦略 自立循環型経済社会構造への転換戦略 4,356

平成28年9月定例会 　　　　　補正予算　事業等説明資料【一般会計（第5号）】

事業名 介護従事者負担軽減支援事業 新規 予　算　額
財　　　源　　　内　　　訳

国庫支出金

■介護従事者負担軽減支援　4,356千円
　・補助対象：介護サービス事業者（5事業所）　・補助率10/10

※マッスルスーツ
（介助者の腰に大き
な負担のかかる作業
を支援）

※センサー付きベッ
ド（センサーがベッ
ド上の体動や離床動
作を検知し、ナース
コールへ通知）

26
第7次宮津市高齢者保健福祉計画・
第6期宮津市介護保険事業計画

年度策定

TEL 45-1619担当部署
健康福祉部　地域福祉介護課

介護保険係

事業所 法　人 導入機器等
総事業費

(補助金額)

特別養護老人ホーム青嵐荘 (福)成相山青嵐荘 センサー付きマット　5枚
　　927千円
　 (927千円)

特別養護老人ホーム夕凪の里 (福)よつば会 センサー付きマット　5枚
　　927千円
　 (927千円)

特別養護老人ホーム安寿の里 (福)香南会 センサー付きベッド　2台
　　927千円
　 (927千円)

介護老人保健施設
　リハ・ヴィラなぎさ苑

(福)北星会 センサー付きベッド　2台
　　927千円
　 (927千円)

小規模多機能型居宅介護事業所
　はごろも苑みやづの家

(福)みねやま福祉会 マッスルスーツ　1台
　　648千円
　 (648千円)

計
  4,356千円
 (4,356千円)



（単位：千円）

　

　

7

【市民参加の状況】

【先進性】

担当部署
健康福祉部　社会福祉課

　子育て支援係
TEL 45-1621

計
画
期
間

年度策定

年度策定

年度策定

目　的
・

目　標

　保育所等における保育士の事務負担を軽減するため、保育システムの導入によるＩＣＴ
化を支援し、保育人材の確保を進める。

期　待
される
効　果

　保育士の事務負担の軽減

事 業
概 要

【みやづビジョン2011以外の計画】■保育システム導入支援　3,000千円
　・補助対象：民間の保育園、幼保連携型認定こども園等
　・交 付 先：みずほ保育園　吉津保育園　府中子ども園
　・補助率等：10/10(上限1,000千円)
　※保育システム…園児台帳･保育指針計画の作成･管理等を行うもの。

年度策定

保育対策総合支援事業補助金 2,250

背　景
・

経　緯

　保育人材の確保においては、保育所等における保育士の負担となっている保育以外の業
務の軽減が課題のひとつとなっているところ。

750

補正理由 　国の保育対策総合支援事業補助金の内示によるもの

(参考)補正後予算額 　特　定　財　源　の　内　訳

394,074
国

市　債 その他 一般財源

ビジョン
基本施策 健康増進と福祉の推進

ビジョン
重点戦略 定住促進戦略 3,000 2,250

平成28年9月定例会 　　　　　補正予算　事業等説明資料【一般会計（第5号）】

事業名
民間保育園運営事業
認定こども園運営事業

充実 予　算　額
財　　　源　　　内　　　訳

国庫支出金 府支出金

区分 事業費 補助金

みずほ保育園 1,399千円 1,000千円

吉津保育園 1,276千円 1,000千円

府中子ども園 認定こども園 1,399千円 1,000千円

4,074千円 3,000千円合計

保育園



（単位：千円）

25 ～ 28

・H28.1: 宮津市の健康づくり推進事業が京都府の産学公連携プラットフォーム事業の委託事業として採択される。
・H28.2～3：産学公連携プラットフォーム事業の実施
　　　　　　　　（活動量計を活用した健康づくり事業の改善に向けて、検討会議を３回開催）
・H28.4：京都府産学公連携プラットフォームインキュベーション事業費補助金の創設

背　景
・

経　緯

目　的
・

目　標

　運動意欲の向上と運動効果の可視化に向けた試行・検討を深めることで、健康づくり運動(市内14
地区の健康広場で展開している取組)の効果等の見える化(可視化)を図るもの。

平成28年9月定例会 　　　　　補正予算　事業等説明資料【一般会計（第5号）】

事業名 健康づくり運動推進事業 充実 予　算　額
財　　　源　　　内　　　訳

国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

ビジョン
基本施策 健康増進と福祉の推進

ビジョン
重点戦略 定住促進戦略 200 200 0

補正理由 府の産学公連携プラットフォームインキュベーション事業費補助金の内示に伴うもの

(参考)補正後予算額 　特　定　財　源　の　内　訳

3,142 府
産学公連携プラットフォームイン
キュベーション事業費補助金 200

期　待
される
効　果

　健康寿命の延伸、運動習慣化の促進

事 業
概 要

【みやづビジョン2011以外の計画】■活動量と健康の関連分析の試行
　○高齢者の身体能力及び認知機能等の調査(フレイル調査)の実施
　○上記の結果及び健診結果と活動量計データの関連分析

■検討会議の開催
　試行を踏まえ内容充実・改良を図るため、産学公連携プラットフォームによる検討会議を開催。
　○開催回数：２回
　○検討会議メンバー：京都大学大学院、民間企業、宮津市

【健康づくり運動推進事業】
　住民主体による「歩くことから始める健康づくり運動」を推進(H23～)
　・健康づくり運動推進リーダーの養成、地区ごとのウォーキングコースの選定
　・健康広場を設立（健康づくり運動推進リーダーが中心となり運営する住民主体の健康づくりの
　　推進母体。H24年度から地区ごとに設立され、現在市内全地区（14地区）に設立）
　・健康づくりアクションプログラムの策定（計画期間：H25～H28）
　・活動量計の貸与を行うことにより、歩くことへの意識づけを強化。
　　　↓
　今回の取組で、活動量と健康の関連を分析し、これまでの成果・効果を示すことにより、健康づ
くり運動の更なるステップアップを図る。（運動意欲の維持向上、健康づくり運動の裾野の拡大）

25 年度策定 健康づくりアクションプログラム 計
画
期
間

年度策定

年度策定

年度策定

8

【市民参加の状況】

活動量計利用者：約700人

【先進性】

担当部署
健康福祉部　健康増進課

　健康増進係
TEL 45-1624



（単位：千円）

27 ～ 30

28 ～ 29

平成28年9月定例会 　　　　　補正予算　事業等説明資料【一般会計（第5号）】

事業名 丹後由良ターミナルセンター周辺にぎわい創出事業 新規 予　算　額
財　　　源　　　内　　　訳

国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

ビジョン
基本施策 暮らしの基盤の整備

ビジョン
重点戦略 自立循環型経済社会構造への転換戦略 4,000 2,000 2,000

補正理由

　京都府の「駅再生プロジェクトアクションプラン」のモデル駅として選ばれた丹後由
良ターミナルセンターにおいて、地域・事業者とともに策定した「丹後由良ターミナル
センター周辺再生アクションプラン」に基づき、丹後由良ターミナルセンター周辺の賑
わいづくりのための事業を実施する。
（京都府の「駅再生プロジェクト推進事業費補助金」の決定）

(参考)補正後予算額 　特　定　財　源　の　内　訳

4,000
府 駅再生プロジェクト推進事業費補助金 2,000

背　景
・

経　緯

・H27.11：京都府駅再生プロジェクトアクションプラン策定
・H28. 8：丹後由良ターミナルセンター周辺再生アクションプラン策定

期　待
される
効　果

・ターミナルセンター周辺エリアを中心とした地域の
　にぎわいの創出
・丹後由良ターミナルセンター利用者の増と公共
　交通の利用促進

目　的
・

目　標

　地域・鉄道事業者及び行政が、ともにターミナルセンター周辺の賑わい創出に向けた
取組を実施し、由良地域の活性化を図る。

事 業
概 要

■丹後由良ターミナルセンター周辺にぎわい創出事業　4,000千円
　　丹後由良ターミナルセンター周辺再生アクションプラン（H28～H29）に基づく行政の取組
　○観光サイン整備　3,020千円
　　　観光案内板、誘導サイン、デザイン業務委託、まちあるきマップ作成
　○ターミナルセンター内環境整備　980千円
　　　駅構内ギャラリー・乗降者数計測機器・WiFiスポットの整備など

　[丹後由良ターミナルセンター周辺再生アクションプラン]
　　市･地域･事業者が、ターミナルセンター周辺の賑わい創出に向け、各団体が主体的に実施
　する取組を定めるもの。
　○地域･事業者が取組むもの
　　・賑わいイベントの実施　　 ・駅待合スペースや喫茶スペースの活用
　　・SNSによる情報発信　　　　・駅周辺の清掃･美化
　　・ホームの一部単線共用化の検討など
　○H29実施予定　ターミナルセンターの利便性の改善、賑わいイベントの継続実施

　＜参考＞
　○平成28年７月から9月末まで丹後くろまつ号の丹後由良駅への臨時停車により、由良地区内
    の周遊観光を実施。
　　・7月実績　ランチコース（北前船資料館見学、足湯等）20回運行、427人
　　　　　 　　　 地酒コース（ハクレイ酒造）17回運行、98人

【みやづビジョン2011以外の計画】

27 年度策定 宮津市まち・ひと・しごと創生総合戦略
計
画
期
間

28 年度策定 丹後由良ターミナルセンター周辺再生アクションプラン

年度策定

年度策定
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【市民参加の状況】

・平成26年3月に由良を良くする地域会議と由良自治連合会
　により里力再生計画「由良2023年ビジョン」を策定。
・平成27年3月に由良地区の公募により愛称を「北前船と安寿
　みかんの里」駅として決定。

【先進性】

担当部署
企画部　企画政策課
　環境交通政策係

TEL 45-1609



（単位：千円）

　〔過去の消防ポンプ自動車等更新の推移〕

－

宮津分団第１部（亀ヶ丘）

－

■消防ポンプ自動車(多機能型)等の更新　25,000千円
　○消防ポンプ自動車(多機能型) 19,200千円(府5,500千円、市債13,700千円)
　　　栗田分団第１部（上司）配備車両の更新　※多機能型消防車両は4台目

　○小型動力ポンプ付積載車(多機能型) 5,800千円(府2,900千円、市債2,900千円)
　　栗田分団第４部（小寺）配備車両の更新　※多機能型消防車両は6台目

　　※多機能型消防車両⇒消防車両にAED、救急セット、担架等を搭載しているもの。

平成28年9月定例会 　　　　　補正予算　事業等説明資料【一般会計（第5号）】

事業名 消防施設整備事業 新規 予　算　額
財　　　源　　　内　　　訳

国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

ビジョン
基本施策 暮らしの基盤の整備

ビジョン
重点戦略 ─ 25,000 8,400 16,600 0

補正理由 府の地域防災力総合支援事業補助金の内示に伴うもの。

(参考)補正後予算額 　特　定　財　源　の　内　訳

25,000
府 地域防災力総合支援事業補助金 8,400

市債 消防施設整備事業債 16,600

目　的
・

目　標

　多機能資機材を搭載した消防車両に更新し、救助活動にも対応できる円滑な消防団活
動を確保する。

期　待
される
効　果

消防団活動の強化

背　景
・

経　緯
消防団に配備の車両が老朽化する中で、計画的な更新が必要となっている。

事 業
概 要

【みやづビジョン2011以外の計画】

年度策定 計
画
期
間

年度策定

年度策定

年度策定

【市民参加の状況】

宮津市消防団　432人（H28.4.1現在）
年度

H21

消防ポンプ自動車

－

H22 【先進性】

小型動力ポンプ付積載車

栗田分団第６部（田井）

由良分団第３部（下石浦）

H23

H24

H25

H26 由良分団第１部（宮本）

栗田分団第３部（脇）

－

府中分団第２部（溝尻）

－

45-1605

－
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H27
担当部署

総務部　消防防災課
　消防防災係

TEL
養老分団第１部（岩ヶ鼻） 栗田分団第５部（中津）



■４月の定期人事異動などによるもの。 
（単位：千円）  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

   ※  上記の予算額には、児童手当、互助会補助金は含んでいない。 

 

人 員 

 

費 目 

 

H28 

現計予算 

 

H28 

補正予算後 

 

増 減 

(補正額) 

増減の要因 

人 事 異 動 育児休業・ 

そ の 他 会計間異動 昇格･昇任 

 

一 

般 

会 

計 

議員 (１６人) 報 酬 68,400 68,401 1 1 

手 当 20,649 20,649 

共済費 27,760 27,760 

計 116,809 116,810 1 1 

特別職 

（長等） 

(２人) 給 料 15,108 15,108 

手 当 12,373 12,373 

共済費 4,449 4,338 △111 △111 

計 31,930 31,819 △111 △111 

その他の特別職 (１,２１６人) 計 211,783 211,939 156 156 

一般職 ２０５人 

↓ 

２０３人 

(△２人) 

<再任用> 

４人 

給 料 803,769 800,574 △3,195 6,280 441 △9,916 

手当等 642,055 644,028 1,973 6,540 2,487 △7,054 

共済費 290,376 296,839 6,463 1,925 1,222 3,316 

賃 金 47,545 52,485 4,940 4,940 

計 1,783,745 1,793,926 10,181 14,745 4,150 △8,714 

一 般 会 計  合 計 2,144,267 2,154,494 10,227 14,745 4,150 △8,668 

特別会計等合計 ３１人 計 290,199 275,715 △14,484 △14,745 261 

全会計 合計 240人→238人 計 2,434,466 2,430,209 △4,257 0 4,150 △8,407 

平成２8年度９月補正予算 人件費等補正について 

Memo全会計計の人数は一般
職<再任用含む>の数(特別職
除き) 特会も賃金はカウン

ト 

児童手当 

 一般 16,080→16,600（520） 

 互助   4,125→  4,028（△97） 

特別 

 一般 4,705→4,585（△120） 

 互助   580→ 548（△32） 
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